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新
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力
を
感
じ
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町
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司
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青
岩
古
鎮

　
「
青
岩
古
鎮
」
な
ど
の
古
い

町
並
み
、
そ
し
て
発
展
著
し
い

都
会
と
、
新
旧
の
魅
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
●
青
岩
古
鎮

　
貴
州
省
の
省
都
、
貴
陽
市
の

中
心
か
ら
南
へ

㌔
に
あ
る
、

明
代
の
１
３
７
８
年
に
作
ら
れ

た
明
清
の
軍
事
要
塞
。
貴
州
省

の
「
四
大
古
鎮
」
の
一
つ
。

　
城
内
に
は
書
院
跡
や
楼
閣
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
国
の
伝
統

的
な
建
築
物
が
並
ぶ
。
明
清
時

代
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
と
人

気
だ
。

　
●
貴
陽
市

　
省
都
貴
陽
市
は
人
口
約
３
５

０
万
人
。
省
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

る
交
通
の
要
衝
。
こ
こ
を
拠
点

に
省
内
の
観
光
地
を
巡
る
の
も

よ
い
。

　
市
内
中
心
に
は
、
市
の
シ
ン

ボ
ル
で
明
代
に
創
建
さ
れ
た
三

層
の
楼
閣
「
甲
秀
楼
」
、
面

積
４
０
０
万
平
方
㍍
の
都
市

森
林
公
園
「
黔
霊
公
園
」
な

ど
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

　
貴
陽
国
際
空
港
は
、
日
本

と
は
関
西
空
港
と
直
行
便
で

結
ば
れ
て
い
る
。
日
本
と
は

ほ
か
に
、
上
海
な
ど
で
乗
り

継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
。
こ
の
ほ

か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
な

ど
と
国
際
線
、
中
国
国
内
約


都
市
と
国
内
線
で
結
ば
れ

て
い
る
。
省
内
の
主
要
観
光

地
や
省
外
の
都
市
を
結
ぶ
高

速
道
路
網
、
鉄
道
網
も
整
備

さ
れ
て
い
る
。

　
貴
州
省
は
、
中
国
の
「
国

酒
」
と
い
わ
れ
る「
茅
台（
マ

オ
タ
イ
）酒
」の
産
地
。「
酸
湯

魚
」
な
ど
、
酸
っ
ぱ
さ
が
特

徴
の
貴
州
料
理
と
と
も
に
味

わ
い
た
い
。

　
省
人
口
の
約
３
分
の
１
を
少

数
民
族
が
占
め
る
と
い
う
貴
州

省
。中
国
国
内

民
族
の
う
ち
、


民
族
が
暮
ら
す
と
い
う
か

ら
、
ま
さ
に
「
民
族
文
化
の
宝

庫
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

き
ら
び
や
か
な
色
と
り
ど
り
の

衣
装
、伝
統
に
培
わ
れ
た
習
慣
、

文
化
と
、
同
省
の
魅
力
の
一
端

と
な
っ
て
い
る
。

　
主
な
少
数
民
族
を
紹
介
す
る

と
―
。

　
●
ミ
ャ
オ
族

　
女
性
は
刺
し
ゅ
う
や
歌
、

踊
り
が
得
意
で
、
男
性
は
笙

（
し
ょ
う
）
や
踊
り
に
長
け
て

い
る
。

　
住
ん
で
い
る
土
地
や
服
飾
に

よ
り
、ミ
ャ
オ
の
前
に「
黄
平
」

「
施
洞
」
「
長
裙
（
ロ
ン
グ
ス

カ
ー
ト
）
」
「
長
角
」
な
ど
と

名
前
を
付
け
、
区
別
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

　
●
ト
ン
族

　
木
造
建
築
の
技
術
に
長
け

て
い
て
、
杉
材
の
高
床
式
木
造

建
築
に
住
ん
で
い
る
。

　
男
女
と
も
に
歌
が
得
意
で
、

声
域
の
広
い
歌
声
の
合
唱
が
有

名
。
ト
ン
族
が
歌
う
「
ト
ン
族

大
歌
祭
り
」
は
２
０
０
９
年
、

世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。
約
千
人
の
ト
ン
族
が
参

加
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

自
慢
の
歌
を
歌
う
。

　
●
ヤ
オ
族

　
女
性
は
刺
し
ゅ
う
が
得
意

で
、
衣
類
な
ど
は
至
る
と
こ
ろ

に
精
巧
で
美
し
い
図
案
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　
祭
り
も
多
く
、
祭
り
や
祝
い

の
日
に
は
美
し
い
歌
を
歌
う
。

　
●
老
漢
族

　
明
の
時
代
に
派
遣
さ
れ
た

漢
族
の
兵
士
の
子
孫
で
、
腰
に

８
８
８
本
の
黒
い
糸
の
束
を
ぶ

ら
下
げ
た
衣
装
を
着
る
。

　
村
で
は
中
国
劇
の
化
石
と
呼

ば
れ
る
仮
面
劇
「
地
劇
」
を
見

ら
れ
る
。

　
●
ス
イ
族

　
「
ス
イ
文
字
」
と
い
う
独

自
の
文
字
を
持
つ
。

　
自
ら
を
「
水
辺
に
住
む
人
」

と
呼
び
、
住
居
は
風
水
で
決
め

る
こ
と
が
多
い
。
女
性
は
鮮
や

か
な
青
の
衣
装
を
着
る
。

世界無形文化遺産に登録された「トン族大歌祭り」

　
今
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。
両
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
で
は
多
く

の
日
本
人
観
光
客
を
呼
び
込
も
う
と
、
省
や
地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｒ

事
業
も
盛
ん
だ
。
国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。
今
回
は

「
民
族
文
化
の
宝
庫
」
貴
州
省
を
取
り
上
げ
た
。

万峰林

中国南方カルスト（上＝大七孔風景区、右下＝小七孔風景区、
左下＝小七孔の湖・臥龍潭）

土司の遺跡群（播州海竜屯遺跡）

中国丹霞（仏光岩）

黄果樹大瀑布

　
貴
州
省
は
中
国
西
南
部
の
内

陸
に
位
置
し
、
南
に
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区
、
西
に
雲
南
省
と

四
川
省
、
北
に
重
慶
市
、
東
に

湖
南
省
と
、
五
つ
の
省
、
自
治

区
、
直
轄
市
と
接
す
る
。

　
人
口
は
約
４
千
万
人
で
、
そ

の

％
、
お
よ
そ
３
分
の
１
を


の
少
数
民
族
が
占
め
る
。
亜

熱
帯
に
属
す
る
が
高
原
地
帯
の

た
め
極
端
な
暑
さ
や
寒
さ
は
な

く
、
年
平
均
気
温
は

度
。
夏

は
国
内
屈
指
の
避
暑
地
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
る
。

◇

　
貴
州
省
に
は
三
つ
の
世
界
遺

産
が
あ
る
。
「
中
国
南
方
カ
ル

ス
ト
」「
中
国
丹
霞（
た
ん
か
）」

「
土
司
（
ど
し
）
の
遺
跡
群
」

だ
。そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

　
２
０
０
７
年
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
。
貴
州
省
で
初
の
登

録
と
な
っ
た
。

　
カ
ル
ス
ト（
カ
ル
ス
ト
地
形
）

と
は
、
石
灰
岩
な
ど
で
で
き
た

台
地
が
雨
水
な
ど
の
浸
食
に
よ

り
特
異
な
景
観
を
形
成
し
た
も

の
。
日
本
で
は
山
口
県
の
秋
吉

台
が
有
名
。
貴
州
省
は
総
面
積

の

％
が
カ
ル
ス
ト
と
い
う
。

　
世
界
遺
産
を
構
成
す
る
の

は
、
雲
南
省
の
「
石
林
」
、
重

慶
市
の
「
武
隆
」
、
そ
し
て
貴

州
省
の
「
茘
波
（
れ
い
は
）
」

の
各
カ
ル
ス
ト
。
２
０
１
４
年

は
こ
れ
ら
に
加
え
、
広
西
チ
ワ

ン
族
自
治
区
の
「
桂
林
」
な
ど

四
つ
の
カ
ル
ス
ト
が
構
成
要
素

に
加
わ
っ
た
。

　
茘
波
の
カ
ル
ス
ト
は
、
省
東

南
部
、
茘
波
県
に
位
置
。
「
大

七
孔
」
「
小
七
孔
」
の
各
風
景

区
が
知
ら
れ
る
。
と
も
に
カ
ル

ス
ト
の
山
々
と
森
林
、
川
、
湖

が
織
り
成
す
景
色
が
美
し
い
。

川
と
湖
の
水
面
は
石
灰
岩
の
影

響
か
ら
神
秘
的
な
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
色
に
。
大
七
孔
は
自

然
の
ア
ー
チ
橋
「
天
生
橋
」
、

小
七
孔
は
清
の
時
代
に
建
造
さ

れ
た
七
つ
の
穴
の
あ
る
橋
「
小

七
孔
橋
」
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
丹
霞
と
は
、
風
水
に
よ
る
浸

食
や
土
地
の
隆
起
に
よ
り
長
い

期
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
赤

い
砂
岩
の
岩
盤
。
世
界
遺
産
は

貴
州
省
西
北
部
の
赤
水
ほ
か
、

広
東
省
丹
霞
山
、
福
建
省
泰
寧

な
ど
６
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。

　
貴
州
省
赤
水
市
に
あ
る
丹
霞

は
、
高
さ
３
０
０
㍍
、
長
さ
１

㌔
と
い
う
巨
大
な
赤
い
壁
で
、

真
ん
中
に
滝
が
流
れ
る
「
仏
光

岩
」
、
複
雑
な
形
を
し
た
五
つ

の
峰
「
五
柱
峰
」
、
中
国
で
２

番
目
に
大
き
な
滝
「
十
丈
洞
」

が
見
ど
こ
ろ
だ
。

　
２
０
１
５
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
。

　
土
司
と
は
中
華
王
朝
が
少
数

民
族
の
リ
ー
ダ
ー
に
与
え
た
官

職
の
こ
と
。
少
数
民
族
は
こ
の

職
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
中
華

王
朝
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま

れ
た
が
、
同
時
に
そ
の
習
慣
や

生
活
ス
タ
イ
ル
が
長
く
保
た
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
。

　
遺
跡
群
は
貴
州
省
遵
義
（
じ

ゅ
ん
ぎ
）
市
の
「
播
州
海
竜
屯

遺
跡
」
と
湖
南
省
の
「
永
順
老

司
城
遺
跡
」
、
湖
北
省
の
「
唐

崖
土
司
城
遺
跡
」
の
三
つ
で
構

成
。

　
貴
州
省
の
遺
跡
は
南
宋
宝
祐

５
年
（
１
２
５
７
年
）
に
創
建

さ
れ
た
。
少
数
民
族
の
コ
ー
ラ

オ
族
、
ミ
ャ
オ
族
が
多
く
住
ん

だ
軍
事
要
塞
で
、関
所
や
城
壁
、

宮
殿
跡
な
ど
、
大
き
な
石
を
使

っ
た
遺
跡
が
多
く
残
っ
て
い

る
。

　
●
黄
果
樹
大
瀑
布

　
省
西
南
部
の
安
順
市
に
あ
る

ア
ジ
ア
最
大
の
滝
。
幅
１
０
１

㍍
、
高
さ

㍍
。
白
水
河
の
川

の
水
が
断
崖
の
頂
上
か
ら
流
れ

る
さ
ま
は
壮
観
だ
。
滝
の
裏
側

に
水
廉
洞
と
い
う
洞
窟
が
あ

り
、
そ
の
道
を
歩
く
こ
と
も
で

き
る
。

　
周
囲
に

の
滝
が
散
在
し
、

こ
の
瀑
布
群
が
「
世
界
で
最
大

の
瀑
布
群
」
と
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
●
馬
嶺
河
峡
谷

　
省
西
南
部
の
興
義
市
に
位

置
。
７
㌔
の
峡
谷
に

あ
ま
り

の
滝
が
あ
る
。

　
峡
谷
は
一
つ
の
大
き
な
亀
裂

の
よ
う
に
見
え
、
「
天
溝
地
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
●
万
峰
林

　
馬
嶺
河
峡
谷
と
同
じ
興
義
市

に
あ
る
。
カ
ル
ス
ト
の
岩
山
が

織
り
成
す
奇
観
を
一
望
す
る
風

景
区
。
多
く
の
峰
を
見
渡
す
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
。


